
鹿
児
島
県
現
地
で
は
、
川

内
原
発
再
稼
働
を
絶
対
に

許
さ
な
い
！
と
い
う
声
が

日
に
日
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
原
発
の
あ
る
久
見
崎
海

岸
で
の
集
会
や
鹿
児
島
市

は
じ
め
各
地
で
集
会
や
デ

モ
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

東
京
で
は

「
ノ
ー
・
ニ

ュ
ー
ク
ス
・
デ
イ
反
原
発
統

一
行
動
」
な
ど
が
、
首
都
圏

で
の
集
会
や
デ
モ
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

飛
行
機
を
２
便
チ
ャ
ー
タ

ー
し
川
内
現
地
集
会
へ
の

合
流
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

安
倍
総
理
大
臣
は
「
審

査
に
合
格
し
た
原
発
か
ら

再
稼
働
さ
せ
る
」
と
し
ま
し

た
が
、
原
子
力
規
制
委
員
会

は
「
審
査
合
格
は
再
稼
働
し

て
よ
い
と
言
う
こ
と
で
は

な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
結

果
的
に
（
？
）
再
稼
働
は
電

力
会
の
独
自
判
断
に
な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
無

責
任
な
政
治
が
、
国
の
存
亡

に
関
わ
る
大
事
故
を
引
き

寄
せ
ま
す
。
塗
炭
の
苦
し
み

を
受
け
る
の
は
国
民
で
す
。

《天恵の海》
２０１５（平成２７）年

８月１０日

第１５７号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp/
《本紙の全バックナンバー掲載》

九州電力・川内原発

鹿児島県薩摩川内市久見崎町
１号機 ８９万ＫＷ １９８４．７．４ 運転開始

２号機 ８９万ＫＷ １９８５.１１．２８ 運転開始

上図

広瀬隆氏資料

川内原発再稼働への動きと反対運動（抜粋）
◆2014.7.3 法に基づく「高経年化評価・保守計

画」ないまま、１号機運転開始３０年を経過。規制庁

「審査終了しなくても申請が間に合えば良し」と強弁。

◆７．２９ 川内原発・規制基準適合審査終了

◆2015.4.22 。周辺６市町村議会、川内原発事故避

難計画について九州電力へ説明会を求める陳情採択。

◆5.27 規制委員会「火山モニタリング」保安規定認可

◆7.7～10 九州電力 １号機に核燃料装荷を強行

◆7.8 原発労働者被曝限度を「２５０ｍＳｖ（緊

急時）」に引き上げ審査。

◆7.13 規制委員会補正審査会合 「主給水系配管

の疲労累積係数は許容量１に対して 0.991」と発表。

◆7.23 市民５１３名、「火山モニタリング」保安規

定認可へ異議申し立て提出。

◆7.31 九州電力 「１号機を８月１０日にも再稼

働させる計画」を原子力規制委員会に報告。

◆8.5 規制委員会「高経年化補正審査」と「作業員

被曝限度２５０ｍＳｖ/緊急時」を承認。抗議の市民

1９７３人が連名し異議申立て書提出（７日）。

全
国
紙
に
よ
る
と
、
九
州
電
力
は

「
川
内
原
発
を
八
月
一
〇
日
に
も

再
稼
働
さ
せ
る
」
と
す
る
計
画
を
七

月
三
一
日
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に

報
告
し
ま
し
た
。

川
内
原
発
は
日

本
中
央
構
造
線
の
西
の
端
に
あ
り
、

桜
島
や
阿
蘇
山
が
噴
煙
を
上
げ
、
口

之
永
良
部
島
で
大
噴
火
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
七
月
、
法
に
基
づ

く
老
朽
化
へ
の
審
査
が
な
さ
れ
な

い
ま
ま
三
〇
年
を
越
し
た
１
号
機

は
、
現
実
に
危
険
な
状
態
に
あ
り
ま

す
。
現
地
鹿
児
島
県
や
近
接
県
で
は
、

再
稼
働
阻
止
の
住
民
の
集
会
や
デ

モ
が
高
ま
り
を
見
せ
、
首
都
圏
は
じ

め
全
国
各
地
で
反
対
行
動
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。

規
制
委
員
会
は
、

八
月
五
日
、「
高
経
年
化
補
正
審
査
」

を
十
分
な
審
議
も
な
く
通
過
さ
せ

ま
し
た
。
七
日
、
一
九
七
三
人
の
市

民
が
「
異
議
申
し
立
て
」
の
手
続
き

を
行
い
、
九
日
、
約
二
千
人
が
川
内

原
発
前
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
で
も
大
行
動

九
電
東
京
支
社
前
集
会

首
相
官
邸
前
集
会

この国を破滅に追いやるな！
川内原発ゲート前大行動

８月７～１０日

川内原発

再稼働阻止

旅費カンパを！
○加入者名

原発現地へ行く会

○郵便振替

00190-0-361095

左写真と出力
九州電力

ホームページ

再
稼
働
の
責
任
者
は
誰
か
？

一口１０００円カンパを！
○加入者名

川内原発を再稼働させない基金

○郵便振替 01740-7-128775



四
回
目
の
政
府
答
弁
書
の
内

容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

政
府
答
弁
書
要
旨

①

”
貯
蔵
設
備
に
貯
蔵
し
て
い

た
”
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
量
を
、

お
尋
ね
の
「
高
レ
ベ
ル
廃
液
の

量
」
と
し
て
答
弁
し
た
。

②
放
射
能
量
が
変
わ
ら
な
か
っ

た
の
は
、
放
射
性
物
質
を
含
む

液
体
状
物
質
を
気
体
状
物
質
と

水
に
接
触
さ
せ
回
収
し
、
濃
縮

し
た
上
で
高
レ
ベ
ル
廃
液
を
貯

蔵
設
備
に
移
送
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
「
定
常
的
」
に
高
レ

ベ
ル
廃
液
が
発
生
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

③
「
ガ
ラ
ス
固
化
待
ち
の
高
レ

ベ
ル
廃
液
の
量
」
は
撹
拌
を
行

う
設
備
に
よ
っ
て
常
に
変
動
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
具
体
的
な

数
字
を
示
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

④
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
量
に
つ

い
て
は
固
化
設
備
内
の
高
レ
ベ

ル
廃
液
の
核
種
ご
と
の
放
射
能

量
の
分
析
を
行
っ
て
い
な
い
の

で
具
体
的
な
数
字
は
示
せ
な
い
。

⑤
高
レ
ベ
ル
廃
液
は
法
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
た
設
計
施
設
で
保

管
し
て
い
る
の
で
災
害
防
止
に

は
支
障
が
な
い
。

何
故
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
全
体
量

を
答
え
な
い
の
か

①
に
つ
い
て
、
安
全
管
理
の

た
め
の
責
任
あ
る
答
は
、
超

危
険
な
物
質
が
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
に
全
体
で
い
く
ら
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
安

全
化
を
図
っ
て
い
る
か
を
公

知
す
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
、

固
化
工
程
の
「
ガ
ラ
ス
固
化

を
待
つ
廃
液
」
を
除
外
し
て

答
え
た
の
か
。
私
達
は
、
放

射
性
廃
液
を
ガ
ラ
ス
固
化
す

る
こ
と
に
よ
る
安
定
化
の
進

捗
を
数
字
と
し
て
知
り
た
い

の
で
す
。

貯
蔵
設
備
の
放
射
能
量
が

二
年
後
も
何
故
同
じ
な
の
か
？

②
は
、
貯
槽
設
備
の
廃
液
に

含
ま
れ
る
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

の
放
射
能
量
が
、
何
故
二
年

後
も
全
く
同
じ
五
二
〇
ペ
タ

ベ
ク
レ
ル
な
の
か
と
い
う
問

へ
の
答
で
す
。（
貯
槽
設
備
部

分
の
廃
液
は
取
り
あ
え
ず
ガ

ラ
ス
固
化
の
対
象
で
は
な

い
）

こ
の
「
廃
液
の
崩
壊
熱

で
放
射
能
が
蒸
発
し
、
そ
れ

を
回
収
す
る
た
め
に
『
定
常

的
』
に
廃
液
が
発
生
し
こ
れ

を
濃
縮
し
高
レ
ベ
ル
廃
液
と

し
て
戻
す
か
ら
（
放
射
能
量

は
同
じ
）」
と
の
言
い
分
で
す
。

常
時
冷
却
さ
れ
て
い
る
貯
槽

か
ら
セ
シ
ウ
ム
（
イ
オ
ン
）

は
蒸
発
し
ま
せ
ん
。
考
え
ら

れ
る
の
は
ガ
ラ
ス
溶
融
炉
か

ら
だ
け
で
す
。
こ
の
間
二
五

体
の
固
化
体
が
製
造
さ
れ
約

一
三
立
方
㍍
の
廃
液
が
使
用

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
含
有
セ
シ
ウ
ム
の

約
六
割
が
蒸
発
し
な
け
れ
ば

放
射
能
の
収
支
が
あ
い
ま
せ

ん
。
あ
り
得
な
い
こ
と
で
す
。

二
〇
一
五
年
七
月
一
五
・
一
六

日
の
、
歴
史
に
残
る
で
あ
ろ
う

安
保
法
制
強
行
採
決
の
光
景
を

Ｔ
Ｖ
で
見
て
驚
愕
し
、
何
か
し

な
け
れ
ば
と
の
思
い
に
駆
り
立

て
ら
れ
、
一
七
日
（
金
）
夜
、

首
相
官
邸
前
と
国
会
前
の
抗
議

集
会
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。

「
無
力
な
自
分
が
一
人
デ
モ
に

行
っ
て
何
の
意
味
が
あ
る
の

か
？
」
と
自
問
し
な
が
ら
。

夜
七
時
。
地
下
鉄
を
降
り
地

上
に
出
る
と
、
デ
モ
の
人
た
ち

を
取
り
囲
む
機
動
隊
の
大
変
な

動
員
数
と
、
官
邸
前
と
国
会
前

の
交
差
点
に
据
え
ら
れ
デ
モ
の

隊
列
を
分
断
す
る
巨
大
な
ク
レ

本
当
に
ガ
ラ
ス
固
化
試

験
は
さ
れ
た
の
？

④
で
の
「
ガ
ラ
ス
固
化
し
た

高
レ
ベ
ル
廃
液
中
の
セ
シ
ウ

ム
１
３
７
等
の
濃
度
を
調
べ

て
い
な
い
と
の
答
は
、
ア
ク

テ
ィ
試
験
ガ
ラ
ス
固
化
製
造

の
目
的
か
ら
は
、
考
え
ら
れ

な
い
答
弁
で
す
。「
フ
ラ
ン
ス

か
ら
の
返
還
ガ
ラ
ス
固
化
体

一
本
あ
た
り
に
含
ま
れ
る
放

射
能
濃
度
は
、
固
化
対
象
と

ー
ン
に
圧
倒
さ
れ
そ
う
。

そ
の
中
で
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
と

呼
ば
れ
る
若
い
学
生
た
ち
が
必

死
に
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

「
強
行
採
決
絶
対
反
対
！
」「
戦

争
反
対
！
」「
安
倍
は
辞
め

ろ
！
」。

安
倍
政
権
を
許
し
た

私
た
ち
大
人
の
責
任
を
痛
烈
に

感
じ
ま
し
た
。
彼
ら
に
交
じ
っ

て
大
勢
の
年
配
の
方
た
ち
も
一

緒
に
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
聞
く
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
が
あ
り
ま
し
た
。「

s
ho
w
m
e

w
ha
t
d
em
oc
ra
cy

l
oo
ks

l
ik
e!

」
「t

hi
s
i
s
w
ha
t

d
em
oc
ra
cy

l
oo
ks

l
ik
e!

」

「
民
主
主
義
っ
て
何
だ
！
」「
民

主
主
義
っ
て
こ
れ
だ
！
」
世
界

中
で
デ
モ
の
際
に
使
わ
れ
る
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
だ
そ
う
で
す
。

皆
で
声
が
枯
れ
る
ま
で
叫
ん

で
、
終
わ
っ
た
の
が
夜
十
一
時

で
し
た
。

今
盛
岡
に
帰
宅
し
、

耳
に
残
る
あ
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
思
い
出
し
、
私
は
皆
さ

ん
に
敢
え
て
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。「
選
挙
に
行
く
よ
う

に
デ
モ
に
行
こ
う
！
」「
民
主
主

義
っ
て
こ
れ
だ
！
」

(

川)

な
る
廃
液
の
分
析
結
果
と
廃

液
供
給
量
と
で
求
め
る
」
と

原
子
力
学
会
誌
に
あ
り
ま
し

た
。
な
ぜ
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
で
は
こ
の
当
然
の
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

ガ
ラ
ス
固
化
が
実
廃
液
を

用
い
本
当
に
な
さ
れ
た
の
か

疑
念
が
増
す
ば
か
り
で
す
。

問
題
点
を
明
ら
か
に
し
さ
ら

に
追
及
し
ま
す
。（
永
田
）

●２０１３年２月１日 政府答弁書

廃液 約２０２ｍ３

セシウム１３７ ５２０ペタベクレル
●２０１３年７月 日本原燃報告書

ガラス固化体 ２５体を製造。この

２５体は推定１３ｍ３
（2005.4.25 衆議

院でのガラス固化体についての政府答弁から）

●２０１５年３月４日 政府答弁書

廃液 約２２３ｍ３

セシウム１３７ ５２０ペタベクレル

私
達
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
に
つ
い
て
、
「
ガ
ラ
ス
固
化
し
た
は
ず
な
の
に
、

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
量
が
増
え
、
何
故
か
放
射
能

の
総
量
は
全
く
変
わ
り
な
い
」
と
い
う
政
府
答
弁
書
の

数
字
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
て
い
ま
す
。
前
回
の
政
府

答
弁
書
で
は
高
レ
ベ
ル
廃
液
量
に
「
ガ
ラ
ス
固
化
工
程

の
貯
槽
に
あ
る
高
レ
ベ
ル
廃
液
」
は
加
算
し
て
い
な
か

っ
た
。
「

そ
の

”
加
算
し
て
い
な
い
廃
液
”
を
使
用

し
ガ
ラ
ス
固
化
し
た
」
と
の
回
答
で
し
た
。
七
月
二
九

日
、
川
田
龍
平
参
議
院
議
員
の
も
と
に
、
四
回
目
の
政

府
答
弁
書
が
届
き
ま
し
た
。
本
当
に
ガ
ラ
ス
固
化
試
験

は
実
廃
液
が
使
用
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

民主主義ってこれだ！
国会前抗議集会に参加して

◎ホームページ：再処理・岩手の環境

http://sanriku.my.coocan.jp/150728Q&

A206.pdf 「廃液・ガラス固化に関する

質問主意書（再再々質問）と答弁書」を

参照ください。


